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４月７日、新任式、始業式、入学式が執り行われました。
めっきり春らしくなり、うららかな気候の中、新任式・始業式・入学式が行われました。校長先生より

２・３年生に向けては「凡事徹底を！」というお話を、新入生には「名前に込められた親の思いについて」
のお話をいただきました。
一人一人が自分の夢や目標に向かって日々努力し、あたりまえのことをあたりまえにできる生徒になっ

てほしいと願っています。

令和４年度 関屋中学校 入学式 式辞

陽の光にも、吹く風にも、そして色づき膨らみ始めた桜のつぼみに、さわやかな春を
感じる心地よい季節となりました。

～略～

それでは、新入生の皆さんの入学にあたり、お話をします。
私の名前は「山田 聡」と言います。だれもが名前をもっているわけですが、「名前は

親が子どもに贈る初めての手紙」といいます。次のような筆記具の会社の広告がありま
した。紹介します。

わずか１文字か２文字。
だからこそ親は悩む。
こんな子に育ってほしい。
いや、元気であればそれでいい。
とにかく、生まれてきてくれてありがとう。
あふれる思いを胸に、紙に向かう。
お腹の命に語りかけながら、ペンを動かす。
何度も書いて、何度も考えて、また、書く。
そうやって大切につけられた名前。
それは親が子どもに贈る
「一通の手紙」なのだと思うのです。

名前というのは、様々な思いを込めて、幸せになってほしいと願いを込めてあなたた
ち一人一人のためだけに、名づけられるのです。私たちは、だれもが親の思いのこもっ
た、大切な大切な一通の手紙をもっているのです。

今日からいよいよ中学校生活が始まります。みんながもっている親からの一通の手紙
の思いに応え、立派な関屋中学校の生徒として３年間を過ごしてくれることを大いに期
待しています。

～略～

保護者の皆様、私ども教職員一同、生徒の健やかな成長を期して、全力で学校教育の
充実に取り組んでまいります。どうか、ご家庭や地域におかれましても、より一層のご
理解とご支援をいただきますようお願い申し上げ、式辞といたします。

令和４年４月７日

新潟市立関屋中学校
校長 山田 聡
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入学式の様子 入学式の様子

校歌をＶＴＲで紹介しました。 たくさんの祝電をいただきました。

始業式 ３学年代表のことば（新学期の抱負）

３年１組 原 健太朗

僕が今年度、頑張りたいことの一つ目は、勉強です。僕は今年、受験生になり

ます。したがって計画的に受験勉強を進め、自分のわからないところを埋めてい

き、今年の今頃に自分の納得できる結果を得られるように頑張りたいと思います。

次に部活です。もう少しで最後の大会がやってきます。それに向けて、今まで

練習した成果を発揮できるように、最後まで努力を重ねていきたいと思います。

最後に委員会です。僕は今年度の生活規律委員長になりました。朝の挨拶運動

や校則の見直しを行い、全校の皆さんが学校をより心地よいと思ってもらえるよ

うに活動をしていきたいです。また自分も率先して行動できるようにしたいです。

今話したことの一つ一つが大変だと思いますが、時間をうまく活用して、両立し

ていけるような１年間にしたいです。


